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昨年、本学は開校 140 周年となりました。済生学舎から始まる 140 年の歴史の中では廃校の憂

き目にあったことも、関東大震災や戦争の惨禍もありました。そうした試練を乗り越え、本学が今

日に至るまで、我が国の医学教育の中で「私学の雄」としての地位を守ってこられたのは、本学に

脈々として流れる済生救民、克己殉公の精神によるところが大きいと思います。その伝統は現在も

受け継がれていますが、伝統に固執しているだけでは未来はありません。伝統を守りつつも、常に

現状を評価しつつ、未来への改革の手を緩めないことが必要です。 

2017 年度自己点検年次報告書が完成いたしました。昨年度受審した日本医学教育評価機構によ

る医学教育分野別評価では、本学が継続している改革の多くの点について好評価を得ましたが、今

後の課題もいくつか指摘されています。本学では、そのような指摘についても改善を続けていきま

すが、それにとどまらず誰も見たことがないレベルの高みを目指して改革を継続していきます。本

報告書はそのための基本資料となるものです。各委員会、各分野、各施設が精力的に活動し、成果

を上げていることが記載されており、さらに本学のアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポ

リシー、ディプロマ・ポリシーを踏まえた上で、それぞれ今後の課題とそれに対する取り組みも記

載されています。これらの自己点検報告の内容を共有し、全学上げてさらなる高みを目指して行か

なくてはなりません。 

本報告書の作成にあたり、各担当の方々には多大なご尽力をいただきました。心より深謝いたし

ます。ですが、執筆をしている中で成果が整理され、初めて問題点が把握されるということもあっ

たことと思います。本報告書が未来への道しるべとなることを信じるものであります。 

 

 

 

 

 



 



目     次 
 

Ⅰ．本学の沿革 ............................................................... 1 

 

Ⅱ．教授会報告 

① 大学院教授会 ......................................................... 5 

② 医学部教授会 ........................................................ 11 

 

Ⅲ．委員会報告 

① 大学院委員会 ........................................................ 19 

② 教務部委員会 ........................................................ 41 

③ 研究部委員会 ........................................................ 56 

④ 学生部委員会 ........................................................ 65 

⑤ 卒後研修委員会 ...................................................... 77 

⑥ 倫理委員会 .......................................................... 87 

⑦ 関連医療・研修施設委員会 ............................................ 90 

⑧ PR・情報委員会 ...................................................... 92 

⑨ 図書委員会 .......................................................... 96 

⑩ 教員選考委員会 ...................................................... 99 

⑪ 任期教員評価委員会 ................................................. 104 

⑫ 入学試験委員会 ..................................................... 107 

⑬ アドミッションセンター委員会 ....................................... 112 

⑭ 組換え DNA 実験安全委員会 .......................................... 115 

⑮ 医学教育関連委員会 ................................................. 120 

 

Ⅳ．基礎科学教室、基礎医学・臨床医学の各分野と各施設の教育・研究（臨床医学は診療

を含む）等の活動内容 

基礎科学 ............................................................... 139 

基礎医学 

分子解剖学分野 ....................................................... 147 

解剖学・神経生物学分野 ............................................... 152 

感覚情報科学分野 ..................................................... 182 

生体統御科学分野 ..................................................... 186 

代謝・栄養学分野 ..................................................... 192 

分子遺伝医学分野 ..................................................... 197 



薬理学分野 ........................................................... 202 

解析人体病理学分野 ................................................... 207 

統御機構診断病理学分野 ............................................... 213 

微生物学・免疫学分野 ................................................. 220 

衛生学公衆衛生学分野 ................................................. 230 

法医学分野 ........................................................... 233 

医療管理学分野 ....................................................... 239 

共同研究施設 

実験動物管理室 ....................................................... 243 

形態解析研究室 ....................................................... 247 

磁気共鳴分析室 ....................................................... 251 

アイソトープ研究室 ................................................... 258 

臨床系研究室 ......................................................... 280 

分析解析研究室 ....................................................... 281 

細胞解析室 ........................................................... 287 

医学教育センター ....................................................... 289 

卒前医学教育 FD（Faculty Development）への取り組み .................... 297 

臨床医学 

循環器内科学分野 ..................................................... 311 

神経内科学分野 ....................................................... 323 

腎臓内科学分野 ....................................................... 331 

アレルギー膠原病内科学分野 ........................................... 336 

血液内科学分野 ....................................................... 341 

消化器内科学分野 ..................................................... 347 

内分泌糖尿病代謝内科学分野 ........................................... 352 

呼吸器内科学分野 ..................................................... 357 

精神・行動医学分野 ................................................... 364 

小児・思春期医学分野 ................................................. 370 

臨床放射線医学分野 ................................................... 378 

皮膚粘膜病態学分野 ................................................... 384 

総合医療・健康科学分野 ............................................... 389 

リハビリテーション学分野 ............................................. 394 

消化器外科学分野 ..................................................... 399 

乳腺外科学分野 ....................................................... 410 

内分泌外科学分野 ..................................................... 414 



呼吸器外科学分野 ..................................................... 420 

心臓血管外科学分野 ................................................... 425 

脳神経外科学分野 ..................................................... 432 

整形外科学分野 ....................................................... 438 

女性生殖発達病態学分野 ............................................... 442 

頭頸部・感覚器科学分野 ............................................... 449 

男性生殖器・泌尿器科学分野 ........................................... 457 

眼科学分野 ........................................................... 461 

疼痛制御麻酔科学分野 ................................................. 465 

救急医学分野 ......................................................... 471 

形成再建再生医学分野 ................................................. 496 

 

Ⅴ．先端医学研究所 

① 細胞生物学部門 ..................................................... 503 

② 病態解析学部門 ..................................................... 506 

③ 生体機能制御学部門 ................................................. 512 

④ 遺伝子制御学部門 ................................................... 514 

⑤ 先端医学研究所運営会議 ............................................. 517 

 

Ⅵ．図書館 ................................................................. 521 

 

 

Ⅶ．付属四病院・関連施設 

付属病院 ............................................................... 531 

腎クリニック ........................................................... 553 

ワクチン療法研究施設 ................................................... 557 

武蔵小杉病院 ........................................................... 560 

多摩永山病院 ........................................................... 570 

千葉北総病院 ........................................................... 587 

成田国際空港クリニック ................................................. 609 

健診医療センター ....................................................... 612 

呼吸ケアクリニック ..................................................... 616 

 

Ⅷ．国際交流センター ....................................................... 623 

 



Ⅸ．知的財産推進センター 

知的財産推進センター ................................................... 637 

知的財産審議委員会 ..................................................... 639 

利益相反マネジメント委員会 ............................................. 643 

 

Ⅹ．ICT 推進センター ....................................................... 647 

 

Ⅺ．研究統括センター ....................................................... 651 

 

Ⅻ．女性医師・研究者支援室 ................................................. 659 

 

．日本医科大学医学会 ..................................................... 665 

 

XIV．SD（Staff Development）の取組について ................................ 671 

 

参考資料 

日本医科大学組織機構図 ................................................. 673 

日本医科大学自己点検委員会規則 ......................................... 674 

日本医科大学自己点検委員会運営細則 ..................................... 677 

 







― 1 ― 

Ⅰ．本 学 の 沿 革 

本学の創立者は長谷川 泰で、明治 9年湯島 4丁目（本郷区本郷元町 1丁目）に設立された「済

生学舎」を源流としている。明治初年には外国との交流が始まり、それと共に急性伝染病（コレラ、

赤痢、チフス等）の大流行で西洋医の養成が急務となり、長谷川 泰は医学の速成を目的として修

業年限 3年の私立医学校「済生学舎」を創立して国の要望に応えた。建学の精神はフーフェランド

の「医戒」にある言葉からとった「済生救民」で、これは貧しくしてその上病気で苦しんでいる人々

を救うのが医師の最も大切な道であるという意味で、長谷川 泰は済 恤
さいじゅつ

（あわれみ）の心を説き、

実践している。 

長谷川 泰は諸般の事情から明治 36 年 8 月済生学舎の廃校宣言を行ったが、9 月に旧済生学舎

の教師と学生が教え学ぶ「済生学舎同窓医学講習会」、11月の「医学研究会」組織を経て、翌明治

37年 4月 15日神田淡路町に「私立日本医学校」（校長 山根正次）として引き継がれた。私立日本

医学校は隆盛を極め、明治 43 年には駒込千駄木町にあった東京医学校を吸収合併して校舎をここ

に移し、明治 45年には「私立日本医学専門学校」に昇格した。 

大正 5年、医師法上卒業と同時に医師資格を得ることの出来る医学専門学校として文部大臣の指

定が得られないという危機感から学校騒動が起こり、約 450名の学生が同盟退学して東京医学専門

学校（後の東京医科大学）として独立した。これを契機に新体制を確立して校是を済生学舎と同じ

くフーフェランドの「医戒」にある言葉から「克己殉公」と定め、大正 8年には医師法上の医師資

格取得指定校となり、この間「私立日本医学専門学校」を「日本医学専門学校」に改称した。 

大正 13 年には麹町区飯田町に付属飯田町医院を開設し、校舎の整備が行われて基盤が強固にな

り、大正 15 年大学令により「日本医科大学」に昇格し、千駄木に予科を併設した。予科は昭和 7

年神奈川県橘樹郡中原町に移転し、その後予科校舎に隣接して丸子病院（現在の武蔵小杉病院）が

開設され、臨床医学の場が一層充実した。 

昭和 19 年太平洋戦争の激化に伴い、文部省令によって日本医科大学付属医学専門部が設置され

た。しかし、相次ぐ空襲により諸施設が罹災したため、昭和 20 年 4 月医学部は山形県鶴岡市に、

付属医専は福島県岩瀬郡須賀川町に一部が疎開した。 

昭和 20年 8月終戦をむかえ、それぞれ東京に復帰して授業が開始された。昭和 21年千葉県市川

市国府台に予科を移転し、昭和 25年に付属医専が廃止となり、昭和 26年の学制改革によって予科

が廃止され、さらに昭和 27 年の学制改革により新制日本医科大学が発足した。その後各付属病院

の整備が行われ、昭和 29 年に付属第二病院（千駄木）が付属病院に、付属第三病院（新丸子）が

付属第二病院と改称された。昭和 30 年には進学課程を設置して市川市国府台校舎で授業を開始す

る一方で基礎医学部門の施設や設備の充実を計り、昭和 35年に大学院医学研究科を設置した。 

昭和 43 年には、3 期にわたる付属病院（千駄木）の整備拡張工事が完了した。また同年、社団

法人老人病研究会付属老人病研究所が本学に移管され、「日本医科大学老人病研究所」と改称され
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た。昭和 45年には進学課程と専門課程を一本化した 6年制の一貫教育が開始され、昭和 46年には

新丸子校舎が新築され、国府台校舎をここに移転した。また同年に「ワクチン療法研究施設」が開

設された。昭和 51年桜木校舎を入手し、老人病研究所とワクチン療法研究施設の一部を収容した。

昭和 52年に付属多摩永山病院（現在の多摩永山病院）が本学第 4番目の付属病院として誕生した。

平成 2年に老人病研究所は付属第二病院（現在の武蔵小杉病院）内に移転し、平成 6年には千葉県

印旛郡印旛村に本学第 5番目の付属病院として付属千葉北総病院（現在の千葉北総病院）を開院し

た。 

平成 9年、付属第一病院は、学校法人日本医科大学将来構想検討委員会の答申に基づく付属 5病

院の統廃合に伴い 10月 31日に閉院し、大正 13年開院の付属第一病院の前身・付属飯田町医院か

ら続く 73年の歴史に幕を引いた。 

日本医科大学看護専門学校と日本医科大学丸子看護専門学校は、学校法人日本医科大学将来構想

検討委員会の答申に基づく 3看護専門学校の統廃合に伴い、夫々平成 11年と平成 12年に閉校とな

り、21 世紀に向けて千葉看護専門学校（現在の看護専門学校）に統合され新たな道を歩むことに

なった。 

平成 18年には、創立 130周年記念事業「アクションプラン 21」の最初の事業として、日本医科

大学健診医療センターが開設された。 

さらに、教育・研究施設を改善し、環境の充実を図り最先端の教育・研究に適応する施設として、

平成 19年 11月に日本医科大学大学院（通称：基礎医学大学院棟）、同年 12月に日本医科大学医学

部（通称：教育棟）がそれぞれ竣工した。 

平成 22年 6月、大学院設置 50周年記念行事を挙行した。 

平成 26 年 3 月、新丸子校舎（川崎市中原区）を閉舎し、日本獣医生命科学大学との合同教育施

設である日本獣医生命科学大学 E棟（通称：合同教育棟）へ移転した。これに伴ない、武蔵境校舎

（武蔵野市境南町）と名称を変更した。 

同年4月に法人に ICT（information and communication technology）推進センターを設置した。

また、教育推進室と情報科学センターを発展時に統合し、医学教育センターを設置した。 

「アクションプラン 21（千駄木地区再開発計画）」の中で最も大きな事業である付属病院新病院

の前期工事が完成し、同年 7月完成記念式典が執り行なわれた。 

平成 27年 1月、法人に女性医師・研究者支援室を設置した。 

また、同年 4月には老人病研究所を、新しい医学研究を目指し、飛躍的な教育研究活動を行う研

究所として再編成し、先端医学研究所に名称変更した。 

平成 28 年 1 月、新たな研究支援体制を構築するため、法人に研究統括センター、中央倫理委員

会を設置した。 

平成 29年 8月に付属病院新病院の後期工事が完成し、平成 30年 1月グランドオープンした。 
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付 表 

明治 9 年 （1876） 4月 長谷川 泰、本郷元町１丁目 66 番地に「済生学舎」を開校。これが
本学の前身である。 

明治 15 年 （1882） 1月 済生学舎、本郷区湯島 4丁目 8-9番地へ移転。付属蘇門病院設立。 

明治 17 年 （1884） 3月 東京医学専門学校 済生学舎 と改称。 

明治 24 年 （1891） 4月 済生学舎顕微鏡実地演習・外科的実地演習（各 3ヵ月）開始される。 

明治 26 年 （1893） 1月 『済生学舎医事新報』創刊。 

明治 36 年 （1903） 8月 長谷川 泰、済生学舎の廃校を宣言する。 

明治 36 年 （1903） 9月 済生学舎同窓医学講習会が組織され、旧済生学舎の教師と学生が教え
学ぶ。 

明治 36 年 （1903） 11月 済生学舎同窓医学講習会の後期学生の一部が医学研究会を組織する。 

明治 37 年 （1904） 4月 川上元治郎の懇請により、山根正次は私立日本医学校を設立して校長
となり、残りの後期学生を救済する。（現在の本学創立記念日 4月 15

日）。 

明治 43 年 （1910） 3月 東京医学校（本郷区駒込千駄木町）吸収合併。 

明治 43 年 （1910） 9月 私立日本医学校を本郷区駒込千駄木町に移転。 

明治 45 年 （1912） 7月 私立日本医学専門学校となる。付属本郷医院開設（現在の付属病院）。 

大正 7 年 （1918） 4月 校是を「克己殉公」と定める。 

大正 8 年 （1919） 8月 私立日本医学専門学校を日本医学専門学校と改称。 

大正 13 年 （1924） 7月 付属飯田町医院開設（旧付属第一病院）。 

大正 15 年 （1926） 2月 大学令により日本医科大学に昇格、予科を併設。 

昭和 6 年 （1931） 10月 日本医科大学校歌を制定（作詞 明本京静、作曲 橋本国彦） 

「若き命は暁に……」。 

昭和 7 年 （1932） 4月 予科を神奈川県橘樹郡中原町に移転（当時の校舎は戦災で焼失、現在
付属第二病院の一部。隣接地に新丸子校舎あり）。 

昭和 12 年 （1937） 6月 付属丸子病院開設（現在の武蔵小杉病院）。 

昭和 19 年 （1944） 3月 戦時、付属医学専門部併設（昭和 25年廃止）。 

昭和 27 年 （1952） 2月 学制改革により新制日本医科大学となる。 

昭和 30 年 （1955） 1月 医学進学課程設置（当初国府台校舎、昭和 46 年に現在の新丸子校舎
に移転）。 

昭和 35 年 （1960） 3月 日本医科大学大学院（医学研究科）設置。 

昭和 45 年 （1970） 4月 進学課程、専門課程の教育課程を一本化し、6年制一貫教育とした。 

昭和 52 年 （1977） 6月 付属多摩永山病院開設（現在の多摩永山病院）。 

昭和 52 年 （1977） 8月 老人病研究所基礎部門を桜木校舎（台東区上野桜木、旧東京薬科大学
女子部）に移転。 

昭和 58 年 （1983） 11月 本学創立 80周年記念式典が行われた。 

昭和 61 年 （1986） 9月 創立 80周年記念事業・付属病院東館改築竣工。 
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昭和 61 年 （1986） 11月 済生学舎開校 110年記念祭が行われた。 

昭和 63 年 （1988） 5月 付属第二病院 A館増改築竣工。 

平成 2 年 （1990） 3月 老人病研究所を付属第二病院内に移転。 

平成 5 年 （1993） 4月 日本医科大学千葉看護専門学校開校。 

平成 6 年 （1994） 1月 付属千葉北総病院開設（現在の千葉北総病院）。 

平成 6 年 （1994） 3月 教育理念「愛と研究心のある医師と医学者の育成」掲げる。 

平成 8 年 (1996) 7月 教育理念を「愛と研究心を有する質の高い医師及と医学者の育成」と
改定する。 

平成 9 年 （1997） 10月 付属第一病院閉院。 

平成 11 年 （1999） 3月 日本医科大学看護専門学校閉校。 

平成 12 年 （2000） 3月 日本医科大学丸子看護専門学校閉校。 

平成 17 年 （2005） 4月 日本医科大学千葉看護専門学校の校名を日本医科大学看護専門学校
に変更。 

平成 18 年 （2006） 2月 日本医科大学健診医療センター開設。 

平成 18 年 （2006） 4月 付属第二病院を武蔵小杉病院に、付属多摩永山病院を多摩永山病院
に、付属千葉北総病院を千葉北総病院にそれぞれ名称を変更した。 

平成 18 年 （2006） 4月 学校法人日本医科大学創立 130周年記念式典が行われた。 

平成 19 年 （2007） 11月 日本医科大学大学院（通称：基礎医学大学院棟）竣工。 

平成 19 年 （2007） 12月 日本医科大学医学部（通称：教育棟）竣工。 

平成 22 年 （2010） 6月 日本医科大学大学院設置 50周年記念行事を挙行。 

平成 26 年 （2014） 3月 日本医科大学新丸子校舎閉舎。 

   日本医科大学との合同教育施設である日本獣医生命科学大学 E棟（通
称：合同教育棟）竣工。新丸子校舎を移転し、武蔵境校舎と名称を変
更する。 

  4月 法人に ICT推進センターを設置。医学教育センターを設置。 

  7月 付属病院新病院前期工事完成記念式典を挙行。 

平成 27 年 （2015） 1月 法人に女性医師・研究者支援室を設置。 

平成 27 年 （2015） 4月 老人病研究所を先端医学研究所に名称変更した。 

平成 28 年 （2016） 1月 法人に研究統括センター、中央倫理委員会を設置。 

平成 30 年 （2018） 1月 付属病院新病院グランドオープン。 
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 本学協定校との学術交流状況 （資料２） 

平成 30年 3月 31日現在 
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 外国人留学者受入状況 （資料３） 

（昭和 63年 4月 1日～平成 30年 3月 31日） 

（単位：人） 
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 職員の留学状況 （資料４） 

（昭和 63年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

（単位：人） 
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 職員の国外出張状況 （資料５） 

（昭和 63年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

（単位：人） 
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知 的 財 産 推 進 セ ン タ ー 
（日本医科大学関係） 

知的財産推進センターは、知的財産権の取得・権利化・実用化に関する業務を主管業務としてい

る。 

「大学等における技術に関する研究成果の民間事業者への移転の促進に関する法律」に基づき、

平成15年2月19日から文部科学大臣・経済産業大臣に認定された承認TLO（Technology Licensing 

Organization：技術移転機関）として活動してきたが、今後、より柔軟に産学官連携業務を実施し

ていくために、知的財産審議委員会の決定に従い、文部科学省及び経済産業省に対して、承認 TLO

の取消し申請を行い、認められた。 

 

1．活動状況等 

（１）知的財産に関する業務 

① 発明発掘・知的財産管理 

 教職員の発明等を発掘し、活用の見込める発明等を知的財産権として権利化するとともに、

本法人の保有する知的財産権の権利維持に関する業務を行った。 

 発明届出に関する手続きの効率化を図るため、様式等の見直しを行った。 

② 技術移転活動 

 本法人の保有する知的財産を社会に還元するために、ホームページでの研究成果に係る技

術情報の提供や経済産業省所管の独立行政法人工業所有権情報・研修館が公開するデータベ

ースへの登録等を行い、企業等への技術移転活動を推進している。 

 平成 29 年度は、新規に 2 件の契約を締結し、契約締結先企業から知的財産を基にした新

製品の販売が開始された。 

③ 啓発活動 

 日本医科大学のメールアドレス登録者全員を対象に「新特許の豆知識」と題したメールマ

ガジンを第 1、第 3 木曜日に配信し、平成 29 年度末で 362 号となった。メールマガジンで

は、特許に関する基本的な知識のほか、新聞やニュースに取り上げられた知的財産権に関す

る事項の情報発信や解説を行った。 

 職務発明に関するポスターを作成し、学内への周知活動を行った。 

④ 知的財産権に関する相談対応 

 知的財産権に関する相談窓口として、知的財産権に関する様々な質問を受け付け、対応し

た。 
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（２）研究支援業務 

① 契約に関する業務 

 日本医科大学で締結する契約のうち、知的財産権に関する条項を確認し、必要に応じて契

約先と交渉した。 

 また、契約確認手続きのながれについて法人内の関係部署と協議し、確認した。 

② 共同研究マネジメントに関する業務 

 本法人で出願を行った発明等に基づく共同研究や地域との連携から生じた共同研究など、

当センターの業務と関連して実施された共同研究のマネジメントを行った。 

（３）社会連携業務 

① AMED医療器機開発支援ネットワーク事業「製品評価サービス」への協力 

 AMED 医療器機開発支援ネットワーク事業「製品評価サービス」の協力医療機関として

参加し、3件の相談に対応した。 

② 文京博覧会 2017への出展 

 平成 21年度から文京区との連携を開始し、文京博覧会 2017ではパネルを設置し、学校法

人日本医科大学の産学連携方法の紹介、広報誌の配布などを行った。 

③ 産学公連携相談窓口 

 平成 24年度から、東京商工会議所が大学・研究機関等の協力機関との橋渡し機関となり、

中小企業の技術に関する課題を解決する「産学公連携相談窓口」に協力機関として参加して

いる。 

④ 学外相談対応 

 本法人研究者との共同研究等を希望する学外からの相談について、研究者の探索や紹介を

行い、必要に応じて面談に同席した。 

 

2．自己評価 

平成 29 年度は、研究成果の発掘や権利化、技術移転活動のみならず、日本医科大学及び研究統

括センターと連携しながら、研究シーズを発掘、育成し、活用していく活動を柔軟に行うことを目

的に、今までの業務の見直しを図り、結果として承認 TLOの取り消し申請を行った。 

また、発明届出等の手続きの見直しや学内への啓発活動を積極的に行うことで、技術移転活動に

よる実績を生み出すことができた。 

 

3．今後の課題 

知的財産の創出から保護、活用のための基本方針となる知的財産戦略を作成し、法人としての知

的財産戦略に基づき、研究に関する担当部署である日本医科大学事務局研究推進部、日本獣医生命

科学大学事務部研究推進課及び研究統括センターとの連携を図る必要がある。 
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知 的 財 産 審 議 委 員 会 
（日本医科大学関係） 

1．構成委員 

委 員 長：山下精彦（学校法人日本医科大学 常務理事） 

副委員長：鎌田 隆（弁護士、学校法人日本医科大学 理事） 

委  員：岩田 弘（弁理士、元特許庁特許技監） 

     柴由美子（弁護士、学校法人日本医科大学 監事） 

     桑名正隆（日本医科大学教授、知的財産推進センター長） 

     尼﨑 肇（日本獣医生命科学大学教授） 

     猪口孝一（日本医科大学教授） 

     林 宏光（日本医科大学准教授、ICT推進センター長） 

 

2．事務局 

学校法人日本医科大学 知的財産推進センター事務室 

研究関係担当：日本医科大学 事務局 研究推進部 部長 

       日本獣医生命科学大学 事務部 研究推進課 課長 

財務関係担当：学校法人日本医科大学 法人本部 財務部 経理課 課長 

 

3．開催状況 

委員会開催 

（１）第 20回知的財産審議委員会 平成 29年 7月 24日 16時 00分～18時 40分 

（２）第 21回知的財産審議委員会 平成 29年 12月 8日 12時 55分～15時 00分 

持回り審議 

（１）知的財産審議委員会持回り審議 平成 29年 10月 23日 

特例※による決定 

※審議事項が特に急を要するものであり、かつ、格別の費用負担を要しないものである場合は、知的財産審

議委員会における審議に代えて、当該審議事項に関する判断及び決定を委員長に一任することができる

（学校法人日本医科大学知的財産取扱規程第 12条第 3項）。 

（１）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 4月 24日 

（２）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 5月 16日 

（３）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 5月 22日 

（４）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 6月 5日 

（５）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 6月 20日 
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（６）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 7月 4日 

（７）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 7月 18日 

（８）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 8月 31日 

（９）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 9月 12日 

（10）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 9月 15日 

（11）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 10月 6日 

（12）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 10月 13日 

（13）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 10月 23日 

（14）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 10月 30日 

（15）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 29年 11月 17日 

（16）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 30年 1月 10日 

（17）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 30年 1月 18日 

（18）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 30年 2月 20日 

（19）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 30年 2月 28日 

（20）知的財産審議委員会の特例による審議 平成 30年 3月 28日 

 

4．活動状況等 

 

（１）委員会の活動状況 

１）発明等の評価 

 平成 29 年度の発明等の届出は 18 件であった。これらの案件についてヒヤリング等を行

い、15件を知的財産審議委員会に諮り、審議の結果、10件について法人が承継して特許出

願を行い、１件は法人が承継するが、特許出願を行わず譲渡することを決定した。 

２）特許出願 

 平成 29年度は国内出願 9件、PCT出願 3件を行った。国内出願 9件のうち 8件が共同出

願案件であり、PCT出願 3件はいずれも共同出願案件であった。 
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年度別発明届出件数と国内出願件数 

 

３）知的財産の権利化の状況 

 平成 29年度は日本において 2件、外国において 1件の特許権が成立した。 

４）知的財産権の維持 

 特許権として成立し、維持していた案件について実用化の観点から評価を行ったほか、中

間処理の段階でも発明等の評価を行い、権利化への絞り込みを行った。 

５）実施料収入 

 平成 29 年度に 2 件の実施許諾契約を締結し、2 件とも、契約締結先から製品の販売が開

始された。平成 22年度以降、ライセンスによる収入は着実に伸びている。 

６）利益相反マネジメントに関する事務業務の移管 

 利益相反マネジメントに関する事務業務を研究統括センターに移管した。 

７）承認 TLOの取消し 

 知的財産推進センターの運営委員会として、知的財産推進センターのこれまでの業績を評

価すると共に、今後の方向性を検討した結果、文部科学省及び経済産業省の承認を受けた承

認 TLO を取消し、戦略的かつ機動的な組織体制を整備してより柔軟な産学官連携業務を実

施していく必要があるとの結論になったことから、文部科学省及び経済産業省に対して、承

認 TLOの取消し申請を行い、認められた。 

８）知的財産取扱規程に関する周知徹底 

 平成 14年 7月 1日に知的財産取扱規程を施行し、それ以後知的財産の取扱いについて学
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内への周知活動を行っていたが、教職員への周知が不十分であったことから、知的財産の取

扱いについて、理事長名による通知を行うと共に、教授会等で説明を行い、学内への周知に

努めた。 

（２）自己評価 

 平成 23 年度以降継続的に特許関連費用を上回る特許関連収入を得られている。発明届出等

の手続きの見直しや学内への啓発活動を積極的に行うことで、教職員、学生からの発明相談や

届出の受け入れ体制を改善でき、日本医科大学の知的財産の創出を促進することに貢献できた

ことから、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー及びアドミッションポリシーの 3つの

ポリシーを踏まえた活動を行うことができた。 

 

5．今後の課題 

知的財産のより一層の活用を目指すには、国の施策や他の研究機関の動向も踏まえつつ、教職員、

学生とも一体となった知的財産活動を展開していく必要がある。そのため、知的財産の創出から保

護、活用のための基本方針を策定するとともに、研究担当部署との連携を図る必要がある。 
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利 益 相 反 マ ネ ジ メ ン ト 委 員 会 
（日本医科大学関係） 

1．構成委員 

委 員 長： 山下 精彦  学校法人日本医科大学 常務理事（平成 29年 9月 30日退任） 

      弦間 昭彦  学校法人日本医科大学 常務理事、研究統括センター長 

                                                     （平成 29年 10月 1日就任） 

副委員長：◎鎌田  隆 （弁護士、学校法人日本医科大学 理事） 

委  員： 飯田 香緒里（東京医科歯科大学 教授） 

      佐久間康夫 （東京医療学院大学 学長、日本医科大学 名誉教授） 

      柴 由美子 （弁護士、学校法人日本医科大学 監事） 

      岩切  勝彦 （日本医科大学 教授） 

      清水  渉   （日本医科大学 教授） 

     ◎鈴木 秀典 （日本医科大学 教授） 

      中山 勉  （日本獣医生命科学大学 教授） 

      横田 裕行 （日本医科大学 教授・学校法人日本医科大学中央倫理委員会 委員長） 

 ◎利益相反アドバイザー 

（法人内委員・五十音順） 

 

2．事務局 

学校法人日本医科大学利益相反マネジメント規程（平成 29 年 4 月 1 日施行）により、事務局が

知的財産推進センターから研究統括センター研究管理部門に移管された。 

研究関係担当：日本医科大学 事務局 研究推進部 部長 

       日本獣医生命科学大学 事務部 研究推進課 課長 

人事関係担当：学校法人日本医科大学 法人本部 人事部 部長 

財務関係担当：学校法人日本医科大学 法人本部 財務部 経理課 課長 

 

3．当該年度の開催状況 

委員会開催 

（１）第 21回利益相反マネジメント委員会 平成 29年 6月 13日 16時 00分～17時 30分 

（２）第 22回利益相反マネジメント委員会 平成 30年 1月 13日 13時 30分～15時 30分 
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特例※による決定 

 ※学校法人日本医科大学利益相反マネジメント規程第 11 条第 2 項に基づき、利益相反アドバイザーが利益相反マ

ネジメント委員会での審議は必要ないと判断した事項を特例案件として取り扱う。 

（1） 公的研究費応募研究課題に関する利益相反マネジメントについて（10回） 

  平成 29年 4月 20日 

  平成 29年 5月 24日、26日 

  平成 29年 6月 5日、21日 

  平成 29年 8月 9日、18日 

  平成 29年 10月 6日 

  平成 30年 1月 29日 

  平成 30年 3月 19日 

（2） 公的研究費応募研究課題に関する利益相反マネジメントについて（他機関研究分担者から

の依頼） 平成 29年 6月 26日 

  平成 30年 1月 29日 

（3）平成 29年（2017年）利益相反定期自己申告書の様式について 

  平成 29年 12月 19日 

 

4．活動状況等 

 

（１）委員会の活動状況 

１）定期自己申告（平成 30年 3月 1日実施） 

対 象 者：学校法人日本医科大学常勤理事、日本医科大学の専任教員全員、技術系職員の

うち部長・技師長・科長             合計 954名 

対象期間：平成 29年 1月 1日～平成 29年 12月 31日 

（対象期間後に実施する予定の産学官連携活動も申告する） 

実施期間：平成 30年 3月 1日～平成 30年 3月 31日  

実施方法：各大学教授会及び日本医科大学各病院部長会等で協力の依頼を行った後、日本

医科大学のメールアドレス登録者全員へ定期自己申告の実施メールと様式を

配信するとともに、利益相反マネジメント委員会ホームページとメールマガジ

ンでの通知を行った。 

受付方法：以下の方法により申告を受け付けた。 

 【1】WEBによる申告 

  ユーザ名、パスワードは平成 30年 2月 23日に部署長に書面で通知した。 

 【2】自己申告書による申告 

  メール、学内便、FAXにより受付けた。 
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結  果： 申告率は、法人常務理事 100%、日本医科大学 96%であった。 

申告を受けた案件のうち、審議に緊急性を要する案件はないと利益相反アドバ

イザーが判断したため、一定基準額以上であった 8%の申告について、平成 30

年度の利益相反マネジメント委員会において審議することとした。 

また、提出率が 100％になるよう引き続き未提出者に対して督促することとし

た。 

２）公的研究費に係る利益相反マネジメント 

① 学内研究者 

 84件の公的研究費に係る利益相反自己申告を受けた。このうち、利益相反マネジメント

委員会で定めた基準以上の利益相反事項があった 34 件について利益相反マネジメントア

ドバイザーが対応を検討した。全ての案件で研究に影響を及ぼすような利益相反問題はな

かったが、このうちの 2 件については研究に関する利益相反状況を開示すること、6 件に

ついては研究計画書の研究の資金源を当該公的研究費であることを明示すること、1 件に

ついては研究代表者に利益相反に関する状況を報告すること、1 件については利益相反状

況の重要な変化を倫理委員会等へ申告することを申告者に対して助言した。 

② 学外研究者 

 学外の研究分担者が所属する機関から利益相反マネジメントの審議依頼が 4件あったが、

研究に影響を及ぼすような利益相反問題はなかったため、当該機関の長に対してその旨報

告した。 

③ 審議結果様式の改訂 

 研究内容や研究実施体制の状況に応じて様式の見直しを行った。 

３）臨床研究等に係る利益相反マネジメント 

 臨床研究等に係る利益相反マネジメントは、各所属の倫理委員会、薬物治験審査委員会等

が検討し、利益相反マネジメント委員会による審議が相当という場合は、事務局を経由して

審議に関連するすべての資料が利益相反マネジメント委員会に回付されることとなってい

る。 

 日本医科大学付属病院薬物治験審査委員会より 1件の回付を受け、審議を行った。研究計

画書、同意説明文書に利益相反に関する事項の開示があり、適切に利益相反マネジメントが

なされているため、利益相反マネジメントの観点からは特に問題はないが、研究の資金源の

変更があったため、申請者に研究に係る利益相反状況の再申告を求めるよう助言した。 

４）臨床研究法施行に伴う利益相反マネジメント 

 臨床研究法が平成 30 年 4 月 1 日に施行されることを受け、本法人の利益相反マネジメン

ト方法について検討し、利益相反マネジメント規程の改正を行うことを決定した。 

 なお、検討前に、外部委員である東京医科歯科大学の飯田委員から「臨床研究法における

COI管理とは」をテーマに委員及び事務局に対してご講演いただき、臨床研究法施行に伴い、
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本法人が行うべき事項を確認した。 

（２）教育活動 

１）利益相反マネジメント委員会委員の講習について 

 本法人の利益相反マネジメント委員会の委員と事務局を対象として、第 22 回利益相反マ

ネジメント委員会の開催前の時間を利用して、外部委員である東京医科歯科大学の飯田委員

による講習会を開催した。 

２）利益相反講習会の開催について（平成 29年 10月 5日） 

 本法人教職員を対象として、「利益相反マネジメントの目的と必要性」をテーマに利益相

反マネジメント委員会外部委員である東京医科歯科大学の飯田委員による講習会を開催し

た。 

 また、本法人内ホームページを用いてWEB 配信し、千駄木地区以外でも視聴を可能とし

た。 

（３）自己評価 

 本法人全体に対する利益相反マネジメント教育だけでなく、利益相反マネジメント委員会の

委員及び事務担当者への教育を実施するなど、本法人における利益相反マネジメントが適切に

できるような体制を構築できた。 

 また、臨床研究法が平成 30 年 4 月 1 日に施行されることを受け、本法人の利益相反マネジ

メントをどのように行うのかを十分議論し、臨床研究法に基づく研究に関する利益相反マネジ

メントを適切に実施するため規程の改正（平成 30年 4月 1日付）を 3月中に行い、本法人に

おいて、公正で透明性の高い研究を継続的に実施できる環境を整えることができた。 

 

5．今後の課題 

本法人における定期自己申告の申告率は、督促を続けたことによって 100％になったが、申告期

間を過ぎてからの達成であったため、申告期間中に達成できるよう、対象者への周知活動、周知方

法を検討しておく必要がある。 

また、特定臨床研究に係る利益相反のマネジメント方法について、学内への周知とともに、事務

担当者の理解を深め、適切な対応ができる体制にする必要がある。 

今後も、学校法人日本医科大学における研究の透明性、公正性を確保できるための活動を行って

いきたい。 
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